
沖
縄
県
功
労
者
表
彰
式
を
開
催

額
賀
福
志
郎
防
衛
庁
長
官
が
来
県

「
二
〇
〇
五
年
度
沖
縄
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
表
彰
式
」を
開
催

1月

衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
へ
要
望
書
提
出

参
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
へ
要
望
書
提
出

大
野
功
統
防
衛
庁
長
官
が
来
庁

棚
橋
泰
文
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
科
学
技
術
政
策
）が
来
庁

那
覇
港
公
共
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
運
営
事
業
基
本
協
定

締
結
調
印
式

「
宮
古
島
市
」誕
生

筑
紫
哲
也
氏
を
沖
縄
県
観
光
功
労
者
と
し
て
表
彰

「
疎
開
関
係
者
交
流
記
念
式
典・交
流
会
」を
開
催

第
四
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
残
歴
盤
点
灯
式 

365
日
前

ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
推
進
県
民
大
会

北
方
領
土
祈
り
の
火
伝
達
式

知
事
視
察
広
聴　

渡
名
喜
村

独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
が
発
足　

平
成
十
七
年
度
沖
縄
県
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

ジ
ョ
セ
フ・Ｆ・ウ
ェ
ー
バ
ー
在
日
米
軍
沖
縄
地
域
調
整
管
が

就
任
あ
い
さ
つ
の
た
め
来
庁

普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
基
本
方
針
の
策
定
に
向
け
て「
第
二
回

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

知
事
視
察
広
聴　

佐
敷
町・知
念
村・玉
城
村・大
里
村

ロ
バ
ー
ト・Ｒ・ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
在
日
米
軍
沖
縄
地
域
調
整
官
が

離
任
あ
い
さ
つ
の
た
め
来
庁

企
業
立
地
百
社
を
記
念
し
、「
企
業
立
地
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

「
海
フ
ェ
ス
タ
お
き
な
わ
〜
海
の
祭
典
２
０
０
５
〜
」開
幕（
〜
24
日
）

「
陸
軍
複
合
射
撃
訓
練
強
行
実
施
緊
急
抗
議
県
民
集
会
」が

開
催
さ
れ
る

秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
が
ご
来
県（
〜
21
日
）

「
沖
縄
県
国
民
保
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

愛・地
球
博「
ク
ー
ル・ビ
ズ・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」に
て
知
事
が

か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
を
Ｐ
Ｒ

知
事
訪
中（
〜
17
日
）　

第
四
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
の
実
行
委
員
会
が
発
足

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

儀
武
剛
金
武
町
長
ら
が
来
庁
し
、米
軍
キ
ャ
ン
プ・ハ
ン
セ
ン・

レ
ン
ジ
４
内
陸
軍
複
合
射
撃
訓
練
場
の
暫
定
使
用
へ
の
反
対
を
要
請

「
う
る
ま
市
」誕
生

第
二
十
八
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
選
抜
大
会
優
勝
校

の
興
南
高
校（
男
子
）・陽
明
高
校（
女
子
）部
員
ら
が
来
庁

緒
方
貞
子
国
際
協
力
機
構
理
事
長
が
来
庁

皇
太
子
殿
下
ご
来
県（
〜
10
日
）

第
四
十
六
回
米
州
開
発
銀
行(

I
D
B)

・
第
二
十
回
米
州
投
資
公
社

（
Ｉ
Ｉ
Ｃ
）年
次
総
会（
〜
12
日
）

県
庁
本
庁
舎
I
S
O
1
4
0
0
1
認
証
取
得
、登
録
証
授
与
式

「
久
高
島
幼
稚
園・小
中
学
校
」で
山
村
留
学
の
受
け
入
れ
を
視
察

知
事
訪
米
要
請
活
動（
〜
20
日
）

東
風
平
町・具
志
頭
村
と
佐
敷
町・知
念
村・玉
城
村・大
里
村
が
そ
れ

ぞ
れ
合
併
申
請
書
を
提
出

平
良
市・城
辺
町・伊
良
部
町・上
野
村・下
地
町
が
合
併
申
請
書
を
提
出

「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
」キ
ャ
ン
プ
な
ど
久
米
島
を
視
察

五
味
廣
文
金
融
庁
長
官
が
来
庁

古
宇
利
大
橋
開
通
式
典

「
沖
縄
若
年
者
自
立・挑
戦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
創
設
学
長
予
定
者
の

シ
ド
ニ
ー・ブ
レ
ナ
ー
氏
が
来
庁

12
日

13
日

19
日

19
日

24
日

2月
3
日

4
日

8
日

9
日

28
日

3月
7
日

9
日

12
日

29
日

31
日

4月
1
日

4
日

6
日

8
日

10
日

5月
30
日

6月
5
日

12
日

20
日

23
日

7月
5
日

11
日

16
日

19
日

19
日

27
日

8月
9
日

12
日

9月
1
日

2
日

29
日

10月
1
日

8
日

10
日

12
日

13
日

14
日

28
日

11月
3
日

8
日

21
日
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「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」

14
日 
沖
縄
県
上
海
事
務
所
開
所
式

15
日 
中
国
外
交
部
の
李
肇
星
外
相
と
会
談

県
政
こ
の
１
年

　

四
月
に
開
催
し
た
世
界
的
な
国
際
会
議
で
あ
る
第
四
十
六
回
米

州
開
発
銀
行
（
I
D
B
）・
第
二
十
回
米
州
投
資
公
社
（
I
I
C
）
年

次
総
会
は
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
、
来
年
の
第
四
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
大
会
に
向
け
て
大
き
な
足
が
か
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
方

で
、
過
重
な
基
地
負
担
を
抱
え
る
本
県
に
と
っ
て
は
、
米
軍
再
編
協

議
の
波
に
影
響
さ
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

1/24 那覇新港ふ頭ターミナルの一部を民間企業に長期間貸し付け、国際コンテナ貨物取扱量
の増大を目指す「那覇港公共国際コンテナターミナル運営事業」の基本協定が、那覇港管理組合
(管理者 : 稲嶺知事 )と那覇国際コンテナターミナル（株）間で締結されました。

2/3 プロ野球球団「東北楽天ゴールデンイーグル
ス」のキャンプなど久米島視察を行いました。

2/8 今帰仁村古宇利島と名護市屋我地島間に全長 1,960メートルの橋が開通し、記念式典が
行われました。

3/12～20 米軍再編協議が行われている中、沖縄の基地負担軽減を求めるため、米国連邦政
府などに要請活動を行いました。（国防総省へ向かう稲嶺知事とローレス国防総省副次官）

4/8～10 IDB・IIC年次総会開会式ご臨
席及び地方事情ご視察のため、皇太子殿下
がご来県されました。（沖縄県立石嶺児童
園にて児童にお声がけされる殿下）

4/10～12 第46回米州開発銀行(IDB)・
第20回米州投資公社(IIC)年次総会が沖
縄コンベンションセンターを主会場に行わ
れ、世界47カ国から政府代表団や金融関
係者など約6,700人（海外1,300人）が参
加しました。

6/14 人口1,700万人を抱え５年前から本
県と定期航空路線を持つ中国上海市に４番
目の海外事務所である「沖縄県上海事務
所」を開所、この日、開所式が行われました。

6/15 稲嶺知事は中国外交部の李肇星外相と会談、李外相からは航空
路線の増開設などについて前向きに支持する意向が示されました。

6/20 2006年10月に開催の第４回ウチナー
ンチュ大会に向けて実行委員会（会長：稲嶺
知事）が発足し、県庁８階の実行委員会事務局
では看板がけが行われました。

7/16～24 那覇港湾施設（那覇軍港）を中心に開催した
「海フェスタおきなわ～海の祭典 2005～」では船の見学会
や体験乗船会などを行い、海の魅力を伝えました。

7/19 米軍キャンプ・ハンセン・レンジ 4内の陸軍複合射
撃訓練場での実弾射撃訓練の中止を求めて「陸軍複合射撃
訓練強行実施緊急抗議県民集会」が開催されました。

9/1 沖縄科学技術大学院大学の設立準備を行う独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整
備機構が発足し、うるま市の沖縄科学技術研究・交流センターで発足式が行われました。

10/10 戦後 60年の節目に、疎開体験の教訓
継承と平和を希求する「沖縄の心」を県内外に
発信するため開催した「疎開関係者交流記念式
典・交流会」には、
県内疎開学童のほ
か、宮崎県、熊本県、
大分県、台湾などか
ら 432 人の関係者
が出席しました。

11/8 米軍再編協議の中間報告について地元との意見交換のため就任後初
めて来県していた額賀防衛庁長官が、県庁で稲嶺知事と面談しました。


